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CENTUM VP R7 コンセプト
統合生産制御システム

「CENTUM VP」の次世代モデル



CENTUMによる自律操業の幕開け

信頼性・安定性・継承性

変 わ ら ぬ 価 値

自律操業の実現に向けて、CENTUM VP R7 では「変わらぬ価値と新たな革新」を
コンセプトとして掲げ、お客様の課題を解決してまいります。

◆ CENTUMの普遍的な価値を提供し続け、プラントの長期連続稼働を実現します。
システム間の互換性・継承性を維持した柔軟設計により、お客様の資産を最大
限に活用します。

強固なセキュリティ
◆ 常に最新のセキュリティ対策を提供し、安全安心なプラント

操業の維持に貢献します。強固なセキュリティに守られ
たICSS(※)アーキテクチャにより、継続的な生産活動
を支援します。

    ※Integrated Control and Safety System

万全のエンジニアリング・
サービス体制
◆ お客様に寄り添ったライフサイクル

支援を通じて、機会損失を最小
化します。

CENTUMが創造する未来

制御・操作監視範囲のさらなる拡大
◆ 最新の通信インタフェースに対応し、プラント内に点在する幅広

いデータをセキュアに集約します。設備の統合・連携を促進し、制
御および操作監視の範囲をさらに拡大します。

プロセスの状態把握による予兆検知
◆ 収集したデータをもとに、操業に関わるプロセス固有の

事象を抽出・同定することで、期待値からの逸脱をいち
早く予兆検知します。これにより、オペレータによる変化
を先読みしたアクションを支援します。

経験知とAI技術を融合したプラント操業
◆ 操業ノウハウを駆使した未来シナリオの提示や、自律制御AIが操

作を代替することによって、経験知とAI技術が融合した新たなプラ
ント操業のスタイルを創出します。

データを駆使した操業支援

現在、多くのプラントは自動化(Automated)され
ていますが、これまで分散していたデータを高品
質に収集・統合することで、より信頼性の高い判
断 材 料 が得られます。オペレータはこれらの
データを活用することで、異常の早期検知、ス
ムーズな定常復帰、継続的な効率改善が可能に
なります。

◆ 分散されたデータを高品質に統合
◆ 信頼できる適切な判断材料を提供

AI

1
Step

未来を見渡す操業体験

次に訪れるのは半自律化(Semi-autonomous)
の世界です。現在の運転状態を的確に把握し、蓄
積されたデータを活用して未来シナリオを提示
します。これにより、将来的な異常の予兆をいち
早く捉え、リスクを可視化しながら適切な判断と
対処を促すことで、より高度な操業を実現します。

◆ 現在の状態から未来シナリオを提示
◆ 包括的なリスク管理、最適化を実現

2
Step

自律化されたプラント操業
◆ 見えない変化を予知した自律的な最適化
◆ 不測の事態からの自律的な定常復帰

その先の自律操業(Autonomous operations)
の段階では、安全を担保しつつ、システム自身が
操業環境の変化を先読みし、最適化を図る自律
運転を実行します。人の介在なしに、まだ見えて
いない変化を予知し、不測の事態にも損失を最
小限に抑えながら、定常状態への自律復帰を試
みます。

CENTUMは半世紀にわたり進化を続け、
プラント操業の中核システムとして、
安全と安心、生産性の維持向上に貢献してきました。

激動の時代にあっても、
CENTUMは従来の提供価値をさらに磨き上げながら、

『自律化』に向けた操業革新を推進し、
最先端のプラント操業を支えます。

3
Step

変わらぬ価 値と新たな革新を

CENTUMは、制御に関わるキーテクノロジーとドメインナレッジ、ベストプラク
ティスを組み合わせながら、システムを継続的かつ発展的に進化させることで、
段階的に「自律化されたプラント操業」を実現します。

新 た な 革 新 AI

「変わらぬ価値」として信頼性・安定性・継承性に加え、強固なセキュリティ
および万全のエンジニアリング・サービス体制を継続的に提供します。安全
安心なプラント操業の礎を、過去から現在、そして未来にわたって盤石なもの
として築き続けていきます。

『自律化』は、プラント操業の最適化および持続性を高めるための重要な手段
です。『自律化』によって、蓄積された運転データや未来予測に基づき、自律的
にベストなQCDを実現します。これにより、操業は「知性ある判断」へと進化
し、環境の変化や市場の変動にも柔軟に対応できるようになります。さらに、
熟練者の知識や経験が体系的に継承されることで、いかなる条件下でも操業
の安定性と競争力を維持します。

「新たな革新」として、『自動化』から『自律化』への転換に注力し、これからの
プラント操業の未来を切り拓いていきます。CENTUMは全体最適によって、
より安全安心なプラント操業を実現します。さらに、エネルギー効率の向上
やオペレータ負荷の軽減を図ります。
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『 こ れ ま で も 、こ れ か ら も 、皆 様 と共 に 。』

YOKOGAWAは、ドメインナレッジと最先端技術を融合させることで、
プラント操業の『自律化』を実現してまいります。

未来の産業を支える技術を提供し、
より豊かで持続可能な社会の実現に貢献できるよう

全力を尽くしてまいります。

お問い合わせは関 西 支 社
中 部 支 社
東 北 支 店
千 葉 支 店
さいたま支 店
神 奈 川 支 店
北 陸 支 店
堺 支 店
岡 山 支 店
四 国 支 店
九 州 支 店
北 九 州 支 店
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北海道営業所
鹿 島 営 業 所
新 潟 営 業 所
四日市営業所
静 岡 営 業 所
京 滋 営 業 所
姫 路 営 業 所
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沖 縄 営 業 所
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